
「
傾
城
吉
岡
染
」
の
方
法

　
　
　
　
　
　
松
本
治
太
夫
正
本
『
石
川
五
右
衛
門
』

と
の
比
較
を
中
心
に

山
　
　
田

和
　
　
人

は
じ
め

に

　
『
傾
城
吉
岡
染
』
は
、
『
鶏
鵡
籠
中
記
』
の
記
事
に
よ
れ
ぱ
、
宝
永
七
年
三

月
二
五
目
に
は
、
大
坂
、
竹
本
座
で
上
演
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
上
演
と

　
　
　
　
　
　
　
　
○

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
、
明
和
版
『
外
題
年
鑑
』
の
記
事
か
ら
、
正
徳

二
年
初
演
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
が
、
こ
の
『
鶏
鵡
籠
中
記
』
の
記
事
に
よ

っ
て
、
初
演
年
時
が
繰
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
上
演
年
時
の
繰
り

あ
げ
は
、
作
品
の
成
立
年
代
が
若
干
繰
り
あ
が
っ
た
程
度
の
問
題
で
は
た
く
、

む
し
ろ
、
こ
の
作
品
の
成
立
、
方
法
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
本
作
の
歌
舞
伎

色
を
捉
え
る
上
で
も
貴
重
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
近
松
は
宝
永
期
に
集
中
的
に

歌
舞
伎
的
な
作
劇
法
に
よ
る
作
品
を
書
い
て
お
り
、
本
作
も
そ
の
一
つ
と
し
て

位
置
付
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
宝
永
期
の
近
松
の
位
相
を
探
る
上
で
も
、
本

作
の
検
討
は
試
み
ら
れ
な
け
れ
ぱ
た
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
来
、
本
作
に
つ
い
て
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
た
検
討
が
行
た
わ
れ
な
か
っ
た
の

だ
が
、
私
は
、
本
作
は
、
松
本
治
太
夫
正
本
『
石
川
五
右
衛
門
』
を
典
拠
と
し
、

そ
れ
を
歌
舞
伎
的
な
脚
色
法
に
１
よ
っ
て
構
成
し
た
作
品
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

観
点
か
ら
本
作
の
方
法
、
演
出
を
探
る
と
と
も
に
、
本
作
の
成
立
事
情
に
関
わ

る
諸
間
題
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

１

　
『
傾
城
吉
岡
染
』
が
典
拠
と
し
て
い
る
作
品
は
、
松
本
治
太
夫
正
本
『
石
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

五
右
衛
門
』
と
考
え
ら
れ
る
。
治
太
夫
正
本
は
貞
享
頃
初
演
と
さ
れ
て
お
り
、

石
川
五
右
衛
門
を
扱
か
っ
た
浄
瑠
璃
と
し
て
は
最
も
早
い
作
品
と
い
え
る
。
そ

れ
は
一
、
二
の
趣
向
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
作
の
人
物
造
型
、
全
体
の
構
成
に
１
い

た
る
ま
で
広
く
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ま
ず
、
両
者
の
構
成
を
次
に
掲
げ
た
図

表
で
比
較
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二



『
傾
城
吉
岡
染
』
の
方
法

松
本
治
太
夫
正
本
『
石
川
五
右
衛
門
』

『
傾
城
吉
岡
染
』

段

開

〈
東
寺
口
Ｖ

初

序

。
大
名
行
列

。
袖
乞
い
の
歌
三
味
線
弾
き
吉
岡
の

口
説
（
紙
子
ひ
ひ
な
が
た
）

。
香
春
家
老
母
の
口
説

巻上
〈
鎧
屋
門
口
Ｖ

。
初
め
て
五
右
衛
門
盗
み
を
働
く

〈
大
野
屋
敷
Ｖ

〈
龍
門
屋
敷
Ｖ

◎
継
母
、
家
老
団
右
衛
門
と
好
計
を

◎
龍
門
家
継
母
、
叔
父
舎
人
・
執
権

め
ぐ
ら
し
、
継
子
藤
若
を
追
い
払

惣
馬
ら
と
、
好
計
を
め
ぐ
ら
し
、

い
、
実
子
柳
の
前
に
家
督
を
継
が

継
子
舞
楽
の
前
を
舞
入
す
る
は
ず

せ
、
団
右
衛
門
を
舞
に
と
ろ
う
と

の
香
春
家
顕
定
と
と
も
に
追
い
払

謀
る

い
、
実
子
和
琴
の
前
に
家
督
を
継

◎
蔵
之
進
、
好
計
を
見
破
る

が
せ
、
叔
父
舎
人
と
の
結
婚
を
謀

◎
蔵
之
進
、
奮
戦
の
末
、
逆
に
追
い

る

払
わ
れ
る

◎
憲
法
、
好
計
を
見
抜
き
、
贋
舞
と

段
〈
五
右
衛
門
住
家
Ｖ

し
て
龍
門
家
に
は
い
る

二

。
蔵
之
進
の
妻
子
危
う
い
と
こ
ろ
を

・
顕
定
の
登
場
で
、
憲
法
の
計
略
露

自
ら
救
い
逃
走

顕

〈
大
野
屋
敷
Ｖ

。
顕
定
・
憲
法
口
論

・
継
母
・
団
右
衛
門
、
藤
若
を
殺
す

。
香
春
家
老
母
述
懐
・
意
見
、
憲
法

談
合

を
打
螂

・
柳
の
前
、
そ
れ
を
立
ち
聞
く

◎
憲
法
退
出

〈
藤
若
の
ね
や
Ｖ

。
顕
定
出
家

◎
柳
の
前
、
藤
若
に
脱
出
を
す
す

◎
継
母
改
心

め
、
と
も
に
姿
を
消
す

◎
和
琴
の
前
書
き
置
き
残
し
て
姿
消

◎
継
母
、
柳
の
前
の
こ
と
を
思
い
狼

す

狽

◎
叔
父
舎
人
皆
を
追
い
払
い
、
お
家

◎
叔
父
舎
人
皆
を
追
い
払
い
、
お
家

◎
団
右
衛
門
、

横
領

老
母
を
殺
し
、
お
家

二
四

段三段四

〈
五
右
衛
『
住
家
Ｖ

。
蔵
之
進
五
右
衛
門
と
名
告
り
、
寵

　
昇
き
を
隠
れ
み
の
に
盗
み
嫁
業
、

　
女
房
は
茶
店
を
構
え
る

く
阿
倍
野
提
Ｖ

。
五
右
衛
門
、
家
来
弥
之
助
と
魚
荷

　
商
人
を
襲
う

く
浜
名
の
乳
人
宅
Ｖ

。
柳
の
前
、
藤
若
と
別
れ
る

　
　
（
藤
若
道
行
）

〈
下
立
発
商
家
Ｖ

◎
五
右
衛
門
、
押
し
込
み

。
五
右
衛
門
、
居
合
わ
せ
た
姫
を
殺

　
す

〈
五
右
衛
『
住
家
Ｖ

。
女
房
、
五
右
衛
門
に
嫉
妬
・
意
見

。
下
立
売
の
殺
し
が
露
顕
し
、
捕
縛

　
さ
れ
る

。
女
房
、
五
右
衛
門
の
盗
人
嫁
業
に

　
驚
樗
。
捕
手
か
ら
下
立
売
で
殺
し
た
姫
が

　
柳
の
前
と
知
れ
、
五
右
衛
　
罪
深

巻中巻下

　
横
領

く
赦
翼
Ｖ

。
憲
法
、
執
権
惣
騎
を
討
つ

〈
み
た
ら
し
屋
Ｖ

　
（
前
場
）

・
五
右
衛
門
に
売
ら
れ
た
和
琴
の
前

　
吉
野
と
呼
ぱ
れ
る

・
吉
野
我
身
の
不
運
を
嘆
く

。
憲
法
吉
野
を
救
お
う
と
虚
無
僧
に

　
身
を
や
っ
す

。
憲
法
・
吉
岡
と
再
会

。
吉
岡
、
憲
法
の
た
め
に
身
売
り

。
憲
法
、
吉
岡
の
代
り
に
吉
野
を
身

　
請
け
・
吉
岡
そ
れ
と
知
っ
て
鴛
傍
嫉
妬

　
　
（
夢
中
の
お
ぽ
ろ
染
）

　
（
後
場
）

◎
五
右
衛
門
、
押
し
込
み

。
五
右
衛
門
、
吉
岡
と
再
会

。
五
右
衛
門
、
捕
手
に
囲
ま
れ
立
廻

　
り
、
吉
岡
の
子
久
吉
を
負
ぶ
っ
て

　
逃
走

　
　
（
法
の
あ
し
だ
）

〈
道
明
寺
Ｖ

。
和
琴
の
前
、
龍
門
家
継
母
・
舞
楽

　
の
前
と
再
会

。
五
右
衛
門
捕
手
に
追
わ
れ
、
摂
待

　
供
養
の
釜
に
隠
れ
る

。
久
吉
の
泣
声
で
居
場
所
が
顕
れ
、

　
久
吉
も
ろ
と
も
、
釜
に
ふ
た
を
さ



段五
　
さ
に
お
の
の
く

・
五
右
衛
日
－
親
子
三
人
引
っ
た
て
ら

　
れ
る

く
御
所
Ｖ

・
五
右
衛
門
詮
議
を
受
け
る

◎
五
右
衛
門
述
懐

・
五
右
衛
ｒ
親
子
死
罪
決
定
、
子
供

　
小
源
太
の
け
な
げ
さ

・
女
房
の
嘆
き

く
七
条
河
原
Ｖ

◎
老
若
男
女
貴
賎
群
衆

◎
五
右
衛
門
辞
世
句

・
小
源
太
の
げ
た
げ
さ

◎
女
房
放
免
さ
れ
る

。
親
子
の
嘆
き

・
釜
に
火
が
は
い
る

◎
五
右
衛
門
、
苦
し
め
ぬ
た
め
に
我

　
子
小
源
太
を
足
下
に
あ
え
て
敷
い

　
た
こ
と
を
語
る

◎
五
右
衛
門
最
期

く
高
ま
寺
Ｖ

・
藤
若
・
五
右
衛
門
女
房
再
会

く
高
雄
Ｖ

◎
藤
若
、
五
右
衛
門
女
房
花
売
り
に

　
や
つ
し
て
、
家
老
団
右
衛
門
を
討

　
つ

　
れ
て
生
捕
ら
れ
る

◎
吉
岡
は
放
免
さ
れ
る

。
吉
岡
の
嘆
き

く
七
条
河
原
Ｖ

◎
老
若
男
女
貴
賎
群
衆

。
道
明
寺
尼
公
ら
、
久
吉
の
助
命
嘆

　
願
書
読
み
あ
げ

。
吉
岡
嘆
き

◎
五
右
衛
門
の
長
い
述
懐

◎
五
右
衛
門
辞
世
句

・
釜
に
火
が
は
い
る

。
憲
法
名
告
り

。
一
子
追
善
の
た
め
、
龍
門
香
春
両

　
家
の
本
領
安
堵
約
束
さ
れ
る

。
五
右
衛
門
煮
り
焦
が
れ
た
姿
で
現

　
わ
れ
、
久
吉
を
釜
よ
り
差
し
あ
げ

　
る
◎
五
右
衛
門
、
苦
し
め
ぬ
た
め
に
主

　
の
子
久
吉
を
足
下
に
あ
え
て
敷
し

　
た
こ
と
を
語
る

◎
五
右
衛
門
最
期

◎
憲
法
叔
父
舎
を
釜
に
投
げ
込
ん
で

　
討
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
印
は
両
者
の
共
通
す
る
も
の
を
示
す
。

　
松
本
治
太
夫
正
本
の
一
、
二
段
が
上
巻
、
三
段
が
中
巻
後
場
、
四
、
五
段
が

下
巻
に
配
さ
れ
る
こ
と
で
『
傾
城
吉
岡
染
』
は
構
成
さ
れ
て
い
る
。
治
太
夫
正

　
　
　
　
　
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
方
法

本
そ
れ
じ
た
い
が
、
す
で
に
歌
舞
伎
狂
言
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
お
家
騒
動

物
と
な
っ
て
い
る
。
近
松
は
、
そ
れ
を
更
に
上
・
中
・
下
の
歌
舞
伎
の
三
番
続

き
の
構
成
に
置
き
直
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
本
作
の
上
巻
の
龍
門
家
の
継
母
像
は
、
そ
の
ま
ま
治
太
夫
正
本
の
継
母
像
に

通
じ
る
。
継
子
を
殺
し
て
ま
で
も
実
子
柳
の
前
に
家
督
を
相
続
さ
せ
よ
う
と
す

る
貧
埜
に
し
て
邪
樫
た
継
母
に
は
、
歌
舞
伎
狂
言
の
花
車
方
の
演
じ
た
激
越
な

情
念
と
凄
ま
じ
い
演
技
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
点
、
龍
門
家
の
継
母
に

も
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
治
太
夫
正
本
の
家
老
団
右
衛
門
も
、
歌

舞
伎
狂
言
の
敵
役
に
相
当
す
る
役
柄
で
あ
り
、
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
叔
父
遠
坂

舎
人
、
執
権
舟
越
惣
馬
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
者
が
結
託

し
て
、
継
子
を
追
い
抵
い
、
実
子
に
家
督
を
相
続
さ
せ
よ
う
と
好
計
を
め
ぐ
ら

し
て
い
る
こ
と
、
敵
役
は
、
そ
の
実
子
の
姫
の
知
耳
と
な
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
て

い
る
点
も
両
作
に
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
場
合
、
龍
門

家
に
入
聾
す
る
側
の
人
物
と
し
て
香
春
家
の
継
母
、
実
子
憲
法
、
継
子
顕
定
を

設
定
し
、
も
う
一
つ
の
継
子
課
を
付
加
Ｌ
て
展
開
の
複
雑
化
を
は
か
っ
て
い
る
。

ま
た
、
柳
の
前
が
藤
若
殺
害
の
談
合
を
立
ち
聞
き
し
て
、
彼
を
救
う
べ
く
連
れ

だ
っ
て
行
方
を
く
ら
ま
す
と
い
う
筋
も
、
本
作
の
和
琴
の
前
が
書
き
置
き
を
残

し
て
姿
を
消
す
と
い
う
か
た
ち
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
柳
の
前
が
行

方
を
く
ら
ま
し
た
こ
と
で
狼
狽
し
、
殺
害
さ
れ
る
大
野
家
の
老
母
が
、
本
作
で

は
、
香
春
家
の
老
母
の
慈
愛
に
打
た
れ
て
の
改
心
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
　
　
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
方
法

団
右
衛
門
の
お
家
横
領
も
、
そ
の
ま
ま
叔
父
舎
人
の
お
家
横
領
と
し
て
本
作
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
憲
法
が
、
大
野
家

の
蔵
之
進
か
ら
造
型
さ
れ
て
い
る
の
で
は
た
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
蔵
之
進

は
藤
若
に
家
督
を
継
が
せ
る
た
め
に
悪
家
老
と
対
立
し
、
継
母
一
味
の
好
計
を

見
抜
く
が
奮
戦
空
し
く
敗
退
す
る
。
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
、
憲
法
が
兄
顕
定
を

無
事
龍
門
家
に
智
入
り
さ
せ
、
そ
の
家
督
を
相
続
さ
せ
る
た
め
に
、
継
母
方
の

好
計
の
裏
を
か
こ
う
と
し
て
失
敗
し
、
老
母
の
叱
責
を
受
け
退
出
す
る
と
い
う

筋
立
て
と
対
応
し
て
お
り
、
妻
子
の
あ
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。
治
太
夫
正

本
で
は
、
蔵
之
進
と
五
右
衛
門
は
い
う
ま
で
も
な
く
同
一
人
物
で
あ
る
が
、
近

松
は
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
人
格
を
付
与
し
、
憲
法
像
を
作
り
あ
げ
る
塑
型
と
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
中
巻
は
「
み
た
ら
し
屋
」
一
場
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

前
場
は
憲
法
・
吉
岡
中
心
の
和
事
風
の
展
開
に
枚
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
松

本
治
太
夫
正
本
に
は
こ
の
場
面
に
相
当
す
る
場
面
が
た
く
、
新
し
く
創
作
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
っ
い
て
は
後
に
言
及
す
る
こ
と
に
た
る
が
、
歌
舞
伎

狂
言
の
構
成
・
人
物
造
型
と
の
関
連
が
窺
え
る
。
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い

の
は
吉
岡
の
彩
象
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
や
は
り
、
蔵
之
進
、
後
の
五
右
衛
門

の
女
房
像
が
影
響
を
及
陵
し
て
い
る
。
夫
や
子
供
を
深
く
愛
す
行
動
的
か
っ
気

丈
な
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
膨
ま
さ
れ
て
い
っ
た
人
物
像
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

し
て
吉
岡
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
膨
ま
せ
方
が
問
題
た

の
だ
が
。

　
後
場
は
、
五
右
衛
門
の
押
し
込
み
強
盗
の
傍
若
無
人
ぶ
り
、
立
廻
り
な
ど
の

荒
事
風
の
動
的
な
場
面
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
押
し
込
み
強
盗
と
い
う
設
定
は
、

や
は
り
、
治
太
夫
正
本
の
下
立
売
商
家
へ
の
押
Ｌ
込
み
を
利
用
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
治
太
夫
正
本
で
は
、
そ
こ
に
居
合
せ
た
姫
を
殺
害
す
る
と
い
う
筋

に
た
っ
て
い
る
が
、
本
作
の
中
巻
で
は
、
自
分
が
そ
れ
と
知
ら
ず
み
た
ら
し
屋

に
売
っ
た
和
琴
の
前
を
救
お
う
と
押
し
込
む
が
、
姫
は
す
で
に
憲
法
に
身
請
げ

さ
れ
て
お
り
、
後
に
残
さ
れ
た
吉
岡
親
子
と
再
会
し
、
楠
手
に
囲
ま
れ
な
が
ら

も
吉
岡
の
子
久
吉
を
背
に
負
っ
て
脱
出
す
る
、
と
い
う
筋
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。

趣
向
と
し
て
は
共
通
す
る
も
の
の
、
両
者
の
五
右
衛
門
像
に
は
大
き
な
径
庭
が

認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
っ
い
て
は
別
章
に
譲
り
、
今
は
間
わ
次
い
。

　
松
本
治
太
夫
正
本
で
は
、
五
右
衛
門
住
家
で
小
袖
に
嫉
妬
す
る
女
房
が
描
か

れ
る
が
、
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
で
も
、
そ
れ
を
利
用
し
、
み
た
ら
し
屋
の
前
場
で
、

吉
岡
の
嫉
妬
心
を
掻
き
立
て
る
小
道
具
と
し
て
小
袖
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
下
巻
は
道
明
寺
と
七
条
河
原
の
二
場
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
道
明
寺
の
場
で
は
、
五
右
衛
門
の
捕
縛
が
中
心
に
描
き
出
さ
れ
る
が
、
み

た
ら
し
屋
か
ら
逃
走
す
る
際
、
捕
手
の
囲
み
を
抜
け
る
た
め
に
背
負
っ
た
久
吉

を
共
に
釜
煮
り
の
刑
の
道
づ
れ
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
皮
肉
な
展
開
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
も
松
本
治
太
夫
正
本
を
利
用
し
た
も
の
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、



下
立
売
で
の
姫
の
殺
害
が
露
顕
し
て
五
右
衛
門
は
妻
子
と
共
に
御
所
に
引
き
出

さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
殺
し
た
姫
が
主
君
の
娘
柳
の
前
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ

れ
、
避
げ
え
た
い
己
れ
の
罪
深
さ
に
惜
然
と
す
る
、
と
い
う
運
命
の
皮
肉
を
利

用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
傾
城
吉
岡
染
』
で
は
、
五
右
衛
門
は
七
条
河
原
で
処
刑
さ
れ
る
。
し
か
し
、

釜
煮
り
の
刑
が
執
行
さ
れ
る
の
は
三
条
河
原
と
さ
れ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
り
、

こ
れ
も
松
本
治
太
夫
正
本
の
設
定
に
倣
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
刑
死
場
面
も
松
本
治
太
夫
正
本
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
『
傾
裁
吉
岡
染
』
で
吉
岡
が
放
免
さ
れ
る
の
も
、
治
太
夫
正
本
で
五
右
衛
門

の
女
房
が
お
か
ま
い
な
し
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
。
そ
の
女
房
が
、

子
供
と
共
に
刑
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
、
愁
訴
す
る
と
い
う
場
面
も
、
そ
の
ま
ま

利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
老
女
男
若
の
貴
賎
群
衆
す
る
中
で
、
五
右
衛
門
と
そ
の
子
小
源
太
が
釜
煮
り

の
刑
に
処
さ
れ
る
と
い
う
設
定
は
、
変
型
し
て
『
傾
城
吉
岡
染
』
に
活
か
さ
れ

て
い
る
。
五
右
衛
門
の
辞
世
句
・
自
ら
の
過
去
を
顧
み
て
の
述
懐
と
い
う
設
定

は
こ
と
ご
と
く
取
り
入
れ
ら
れ
る
。
五
右
衛
門
最
期
の
場
面
も
、
松
本
治
太
夫

正
本
が
、
我
子
の
苦
し
み
を
軽
く
し
よ
う
と
足
下
に
組
み
敷
く
と
い
う
趣
向
を

『
傾
城
吉
岡
染
』
は
、
丘
ハ
法
の
師
憲
法
の
子
を
組
み
敷
く
と
い
う
か
た
ぢ
に
変

型
し
て
用
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
は
松
本
治
太
夫
正
本
を
典
拠
と
し
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
方
法

れ
を
翻
案
す
る
か
た
ち
で
上
中
下
三
巻
型
式
に
構
成
し
直
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

人
物
設
定
も
基
本
的
に
治
太
夫
正
本
に
依
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た

と
思
う
。
次
に
人
物
設
定
を
一
覧
表
に
し
て
掲
げ
て
お
く
。

松
本
治
太
夫
正
本

『
傾
城
吉
　
岡

染
』

役立 １
石
川
五
右
衛
門

　
　
　
一
一
同
一
人
物
一

－
真
田
蔵
之
進
ゆ
き
つ
ら

　
　
　
　
ハ
源
太

　
　
女
房

　
　
　
　
　
　
　
藤
若
（
継
子
）

大
野
家
継
母
↑
柳
の
前
一
実
子
一

搬
よ
老
進
藤
団
右
衛
門
勝
平

役立 １
石
川
五
右
衛
門

－
香
春
久
之
進
憲
法

　
　
　
丁
久
吉

　
傾
城
吉
岡

　
　
　
　
　
　
－
舞
楽
の
前
（
継
子
）

　
龍
門
家
継
母
Ｉ

　
　
　
　
　
　
Ｉ
和
琴
の
前
（
実
子
）

嚢
継
母
｛
嶽
驚
子
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
憲
法
（
実
子
）

猟
雛
帥

　
構
成
の
一
覧
表
を
見
直
す
と
、
松
本
治
太
夫
正
本
に
依
拠
し
て
い
る
場
面
と

新
た
に
付
加
さ
れ
て
い
る
場
面
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
依
拠
し
て
い
る
場
合

も
、
全
体
の
構
想
に
ょ
っ
て
種
六
の
改
変
が
な
さ
れ
て
お
り
、
付
加
さ
れ
た
場

面
と
共
に
、
そ
の
意
図
が
奈
辺
に
あ
っ
た
の
か
が
問
わ
れ
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
。

以
下
、
治
太
夫
正
本
と
の
比
較
を
通
し
て
、
本
作
の
作
劇
法
を
探
り
た
い
。

二
七



『
傾
城
吉
岡
染
』
の
方
法

　
ま
ず
、
序
詞
表
現
に
検
討
を
加
え
て
み
ょ
う
。
治
太
夫
正
本
は
序
詞
　
　
オ

ロ
シ
で
語
ら
れ
る
大
序
形
式
を
備
え
て
お
り
、
通
例
の
時
代
浄
瑠
璃
の
序
詞
表

現
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
傾
城
吉
岡
染
』
は
大
序
彩
式
を
持
た
ず
、

通
例
の
時
代
浄
瑠
璃
が
荘
重
な
漢
詩
文
脈
の
詞
章
で
厳
粛
た
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
、
劇
中
の
世
界
設
定
を
行
た
っ
て
い
く
の
に
対
し
、
冒
頭
か
ら
「
地
中
下
」

で
語
り
出
さ
れ
る
。
地
系
列
の
序
詞
は
『
薩
摩
歌
』
『
丹
波
与
作
待
夜
の
こ
む

ろ
ぶ
し
』
『
夕
霧
阿
波
鳴
門
』
『
長
町
女
腹
切
』
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
世
話
物

風
の
序
詞
表
現
を
傭
え
て
い
る
と
い
え
る
。

　
そ
し
て
、
龍
門
家
へ
費
入
り
す
る
た
め
に
道
中
を
行
く
香
春
家
の
一
行
の
華

や
か
た
行
列
場
面
が
展
開
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
治
太
夫
正
本
に
は
こ
の
場
面

は
描
か
れ
た
い
。

　
　
　
龍
門
殿
の
姉
姫
へ
智
名
跡
の
い
ひ
入
に
。
自
身
母
御
の
御
出
と
さ
す
が

　
は
。
武
家
の
後
家
親
の
。
た
を
も
世
間
を
は
り
ま
ぢ
か
上
つ
て
を
せ
や
行
列

の
。
ニ
ツ
道
具
の
鎗
の
柄
に
を
し
分
げ
ら
る
缶
櫻
。
ち
り
く
つ
い
の
挾

　
霜
青
皮
の
お
ほ
ひ
う
づ
も
れ
て
。
二
月
の
雪
を
ふ
り
出
す
だ
い
笠
た
て
笠
び

　
ろ
う
ど
の
。
お
袋
さ
ま
の
お
供
に
も
。
と
の
さ
ま
ふ
う
の
か
ち
の
衆
　
　
い

　
ぱ
ら
す
み
髭
や
っ
こ
共
　
　
上
戸
は
ひ
や
も
か
ん
ざ
き
も
茶
わ
ん
か
た
ふ
げ

　
五
ツ
六
ツ
七
ツ
な
が
ら
の
銭
八
ツ
や
は
た
は
そ
な
た
ぞ
と
、
九
重
ち
か
き
大

二
八

　
黒
舞
東
寺
口
に
ぞ
着
給
ふ
。

　
東
寺
口
に
至
る
ま
で
の
道
行
形
式
に
な
っ
て
お
り
、
行
列
の
中
心
は
老
母
の

乗
る
駕
籠
で
あ
る
。
そ
の
行
列
中
の
供
奴
の
踊
り
、
所
作
が
「
ふ
り
出
す
」
、

「
大
黒
舞
」
の
数
え
唄
な
ど
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
実
に
賑
や
か
な
行
列

で
あ
り
、
葺
入
り
の
行
列
と
あ
っ
て
、
は
ず
み
の
っ
い
た
道
行
に
な
っ
て
い

る
。　

こ
の
幕
開
き
の
舞
台
演
出
は
、
駕
籠
を
用
い
た
手
妻
人
移
に
ょ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
は
た
い
か
。
『
曽
根
崎
心
中
』
『
心
中
卯
月
の
紅
葉
』
に
お
げ
る

三
ツ
人
形
、
ま
た
、
　
『
傾
城
山
姥
都
歳
玉
』
に
お
げ
る
五
ツ
人
形
た
ど
の
諸
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
た
か
で
も
『
傾
城
山
姥
都
歳
玉
』
の
演
出
は

注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
付
舞
台
で
「
上
る
り
に
あ
わ
せ
五
ツ
の
人
移
は
た

ら
か
せ
申
侯
」
「
わ
か
殿
よ
ろ
こ
ぶ
て
い
」
「
両
人
（
六
尺
）
か
た
か
へ
る
は
た

ら
き
」
「
女
（
腰
元
二
人
）
す
い
さ
っ
す
る
て
い
」
と
、
五
ヅ
人
彩
を
辰
松
が

操
り
、
さ
ら
に
常
式
舞
台
で
は
「
ぎ
や
う
れ
つ
お
と
り
人
形
」
が
六
体
登
場
し
、

「
あ
し
て
の
は
た
ら
き
」
も
見
事
に
賑
や
か
な
舞
台
を
作
り
あ
げ
て
い
る
。
こ

の
「
ぎ
や
う
れ
っ
お
と
り
人
彩
」
は
奴
姿
で
あ
り
、
こ
の
舞
台
演
出
と
近
似
し

た
舞
台
が
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
幕
開
き
に
も
用
い
ら
れ
た
の
で
は
た
い
か
。

　
こ
の
行
列
が
東
寺
口
に
着
く
と
、
袖
乞
い
の
歌
三
味
線
に
身
を
や
つ
し
た
傾

域
吉
岡
が
、
子
を
背
に
負
い
、
老
父
の
手
を
ひ
い
て
現
わ
れ
、
我
身
の
悲
運
を

か
き
口
説
く
。
吉
岡
の
も
と
に
通
い
っ
め
た
男
は
勘
当
さ
れ
た
身
で
身
代
も
傾



き
廓
に
も
通
え
な
く
な
る
。
恋
ゆ
え
吉
岡
は
男
に
尽
く
し
、
勤
め
も
疎
か
に
た

り
、
つ
い
に
紙
子
傾
城
と
ま
で
呼
ぱ
れ
る
ま
で
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
急
に
男

が
行
方
を
く
ら
ま
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
彼
女
も
暇
を
も
ら
い
、
男
を
探
し

求
め
る
が
、
そ
の
途
次
目
を
患
ら
い
、
三
味
線
弾
き
と
た
っ
て
世
を
過
す
身
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
自
ら
の
悲
惨
な
境
遇
を
涙
な
が
ら
に
一
行
に
口
説
き

た
て
、
　
一
銭
の
袖
乞
い
に
、
自
身
の
境
涯
を
織
り
込
ん
だ
「
紙
子
ひ
ひ
な
が

た
」
を
哀
傷
に
満
ち
た
三
味
線
で
語
り
綴
る
。

　
こ
の
口
説
き
と
節
事
で
は
三
味
線
が
小
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

コ
涙
の
末
を
三
味
線
に
引
ま
ぎ
ら
す
ぞ
あ
は
れ
成
」
「
吉
岡
涙
の
三
味
せ
ん
の
。

て
う
し
を
か
へ
て
ぶ
う
た
ひ
げ
る
」
「
ぱ
ち
を
と
も
み
だ
る
れ
ぱ
詞
の
花
も
う

ち
し
ぽ
れ
、
一
せ
ん
の
合
力
な
ふ
お
な
さ
げ
。
あ
れ
と
ぞ
う
た
ひ
げ
る
」
「
三

味
せ
ん
の
い
と
か
さ
の
は
に
、
涙
ぽ
ろ
つ
く
花
ぐ
も
り
」
。
こ
の
よ
う
に
三
味

線
を
弾
く
演
技
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
ほ
ぽ
間
違
い
な
く
、
そ
の
所
作
が
ま
す

ま
す
涙
を
誘
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
か
ら
く
り
の
例
で
は
あ
る
が
「
人
形
三

味
線
ひ
く
か
ら
く
り
　
　
歌
に
合
し
て
三
味
線
を
ひ
き
ま
す
る
」
な
ど
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
複
雑
な
機
構
を
要
す
る
か
ら
く
り
を
使
う
の
で
は
な

く
、
簡
単
な
手
妻
で
見
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
吉
岡
の
語
り
を
聞
い
た
老
母
は
吉
岡
の
恋
の
相
手
が
実
子
憲
法
と
知
り
、
駕

籠
か
ら
急
い
で
降
り
て
憲
法
を
勘
当
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
後
妻
の
身
を
嘆
く
。

先
夫
の
恩
に
報
い
る
た
め
継
子
顕
定
に
家
督
を
継
が
せ
よ
う
と
、
憲
法
に
「
悪

　
　
　
　
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
方
法

性
の
つ
く
」
の
に
ま
か
せ
て
勘
当
す
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
互
い
の
さ

ら
さ
れ
た
不
可
避
の
境
涯
を
語
り
合
い
、
老
母
は
吉
岡
に
憲
法
を
頼
み
、
二
人

は
そ
の
ま
ま
別
れ
て
い
く
。

　
以
上
の
幕
開
き
の
道
中
に
お
げ
る
老
母
と
吉
岡
の
出
会
い
と
い
う
設
定
は

『
傾
城
仏
の
原
』
に
お
け
る
駕
籠
に
乗
っ
た
今
川
と
父
と
の
出
会
い
と
別
れ
の

設
定
と
同
巧
の
も
の
で
あ
り
、
歌
舞
伎
の
序
開
き
に
相
当
す
る
場
面
と
い
え
る
。

同
じ
三
巻
型
式
の
他
の
二
作
に
お
い
て
も
、
　
『
雪
女
五
枚
羽
子
板
』
で
は
嵐
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
の
「
だ
ん
じ
り
六
法
」
が
碁
盤
人
形
で
演
じ
ら
れ
、
　
『
傾
城
反
魂
香
』

で
も
、
能
の
や
つ
し
や
奴
松
尽
し
の
踊
り
が
付
舞
台
で
手
妻
人
形
に
よ
っ
て
演

　
　
　

じ
ら
れ
、
歌
舞
伎
の
序
開
き
利
用
の
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
。
本
作
で
も
同
様
手

妻
芸
の
見
せ
場
と
し
て
幕
開
き
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
手
妻
芸
の
妙
味
と

哀
傷
・
悲
嘆
に
満
ち
た
口
説
が
歌
舞
伎
仕
立
て
の
場
面
で
演
じ
ら
れ
た
も
の
と

捉
え
た
い
。

　
松
本
治
太
夫
正
本
に
た
い
東
寺
口
の
場
を
設
定
し
た
の
は
歌
舞
伎
の
三
番
続

き
の
彩
式
に
倣
っ
て
序
開
き
を
設
げ
よ
う
と
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

３

　
次
に
上
巻
の
龍
門
屋
敷
の
場
に
注
目
し
た
い
。

　
龍
門
家
に
は
継
子
舞
楽
の
前
を
憎
む
継
母
と
、
そ
の
実
子
和
琴
の
前
と
結
婚

し
て
家
督
を
相
続
し
よ
う
と
す
る
叔
父
遠
坂
舎
人
、
ま
た
、
そ
れ
を
助
げ
る
執

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
方
法

権
舟
越
惣
馬
が
設
定
さ
れ
る
。
か
れ
ら
は
舞
楽
の
前
と
香
春
家
の
顕
定
（
憲
法

の
別
腹
の
兄
）
の
聾
入
り
を
阻
止
し
よ
う
と
好
計
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
こ
の

設
定
が
松
本
治
太
夫
正
本
に
依
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
継
母

が
叔
父
敵
と
繕
託
し
て
お
家
横
領
を
企
て
る
と
い
う
設
定
は
、
ま
さ
に
、
元
禄

歌
舞
伎
の
お
家
騒
動
物
の
典
型
と
い
え
る
。
本
作
で
継
母
が
継
子
の
葺
で
あ
る

顕
定
を
な
ぶ
り
者
に
し
て
、
継
子
も
ろ
と
も
に
追
い
払
お
う
と
す
る
設
定
も
、

元
禄
十
年
頃
か
ら
継
子
い
じ
め
の
場
面
だ
げ
を
特
出
せ
ず
に
、
継
嫁
い
び
り
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

ど
の
ヴ
ァ
リ
ェ
ィ
シ
ョ
ソ
を
派
生
さ
せ
た
手
法
と
同
じ
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
和
琴
の
前
が
別
腹
の
姉
舞
楽
の
前
を
慕
い
、
思
い
や
る
と
い
う
筋
立

て
も
、
松
本
治
太
夫
正
本
の
柳
の
前
が
藤
若
を
心
配
し
気
遣
う
設
定
を
利
用
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
歌
舞
伎
の
お
家
騒
動
物
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
型

で
あ
る
。

龍
門
屋
敷
の
場
で
特
に
注
目
す
べ
き
た
の
は
、
龍
門
家
の
継
母
ぱ
か
り
で
は

た
く
、
香
春
家
の
継
母
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
松
本
治

太
夫
正
本
に
は
登
場
せ
ず
、
新
し
く
付
加
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
前
者
は
継
子

を
憎
み
、
実
子
に
是
が
非
で
も
家
督
を
相
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
強
欲
貧
禁
た
継

母
で
あ
り
、
後
者
は
実
子
を
勘
当
し
て
ま
で
も
、
先
夫
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
、

継
子
を
惣
領
に
し
て
家
を
盛
り
立
て
て
い
こ
う
と
す
る
継
母
で
あ
る
。
い
わ
ぱ

善
悪
二
様
の
継
母
を
設
定
し
え
た
の
で
あ
る
。

　
継
母
は
継
子
を
い
じ
め
る
責
め
事
の
主
役
で
あ
り
、
元
禄
歌
舞
伎
に
も
大
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

り
小
な
り
現
わ
れ
、
そ
の
凄
ま
じ
い
情
念
と
演
技
を
役
柄
と
し
て
い
た
。
歌
舞

伎
で
は
継
母
事
は
花
車
方
に
ょ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
同
じ
花
車
方
で
も
、
よ

し
川
八
兵
衛
の
よ
う
に
実
事
に
よ
く
う
っ
る
花
車
方
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
近
松
に
と
っ
て
も
花
車
方
と
い
え
ぱ
、
当
然
、
橋
本
平
助
、

松
本
五
右
衛
門
、
玉
川
千
之
丞
、
山
崎
小
左
衛
門
、
な
ど
の
継
母
方
で
あ
り
、

こ
の
香
春
家
の
継
母
像
は
歌
舞
伎
の
役
柄
と
し
て
の
花
車
方
か
ら
は
生
ま
れ
て

こ
な
い
。
む
し
ろ
、
浄
瑠
璃
の
な
か
で
練
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
人
物
像
と
い
え

る
の
で
は
た
い
か
。

　
宝
永
期
の
時
代
浄
瑠
璃
の
愁
嘆
場
を
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
の
主
人
公
的
位

置
を
占
め
る
人
物
と
し
て
老
役
が
注
目
さ
れ
る
。
　
『
用
明
天
皇
職
人
鑑
』
に
お

げ
る
老
母
尼
公
、
『
松
風
村
雨
束
帯
鑑
』
の
亀
彦
の
庄
司
、
『
源
義
経
将
棊
経
』

の
老
母
、
　
『
酒
呑
童
子
埜
言
葉
』
の
広
文
、
　
『
百
合
若
大
臣
野
守
鏡
』
の
秀
主
、

『
吉
野
都
女
楠
』
の
高
春
、
『
曽
我
扇
八
景
』
『
曽
我
虎
が
磨
』
の
老
母
。
義
を

専
ら
と
し
た
が
ら
も
子
を
思
う
広
犬
無
辺
な
親
の
情
愛
を
描
き
出
し
て
い
く
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

い
う
人
物
類
型
が
そ
こ
に
は
見
出
さ
れ
る
。

　
本
作
の
老
母
像
は
、
こ
う
し
た
老
役
の
形
象
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
老
母
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

行
動
を
支
え
て
い
る
の
は
「
わ
ら
は
が
う
き
名
を
。
か
ぽ
は
せ
給
ふ
殿
御
の
じ

０ひ
」
に
応
え
よ
う
と
し
、
　
「
継
母
が
ま
上
子
を
に
く
む
と
い
は
れ
て
は
第
一
は

　
　
　
　
◎
　
　
◎

お
っ
と
の
は
ぢ
」
「
ま
し
て
ひ
と
り
の
子
を
す
て
し
は
お
っ
と
の
た
め
兄
が
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

め
母
も
道
を
立
ん
た
め
母
が
道
さ
へ
立
な
ら
ぱ
」
と
「
恥
」
「
道
」
「
慈
悲
」
で



あ
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
時
代
浄
瑠
璃
の
三
段
目
切
様
式
の
中
で
育
ま
れ
て

き
た
老
母
像
を
、
龍
門
家
の
継
母
と
対
照
的
に
舞
台
に
設
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
設
定
し
た
継
母
の
対
照
的
配
置
は
、
龍
門
家
の
継
母
の
改
心
と
い

う
展
開
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
先
夫
の
恩
義
に
報
い

る
た
め
に
、
実
子
を
勘
当
し
て
ま
で
も
、
継
子
顕
定
を
惣
領
と
し
て
情
愛
を
注

ぐ
香
春
家
の
老
母
に
深
く
心
を
動
か
さ
れ
る
と
い
う
か
た
ち
で
自
然
な
筋
の
運

び
と
な
っ
て
い
る
。
元
禄
歌
舞
伎
の
な
か
に
も
継
母
の
改
心
と
い
う
筋
立
て
は

見
出
さ
れ
る
。
『
目
本
月
蓋
長
者
』
『
傾
城
三
の
車
』
の
老
母
が
そ
れ
で
あ
る
が
、

継
子
へ
の
誤
解
が
解
げ
る
こ
と
で
改
心
が
導
き
出
さ
れ
る
と
い
っ
た
筋
立
て
に

な
っ
て
い
る
。
本
作
の
場
合
、
そ
れ
に
比
し
て
対
照
的
な
性
格
の
香
春
家
の
老

母
を
設
定
す
る
こ
と
に
１
よ
っ
て
、
継
母
の
改
心
を
よ
り
説
得
力
の
あ
る
も
の
に

し
て
い
る
。

　
こ
の
継
母
の
改
心
を
導
き
出
す
香
春
家
継
母
の
愁
嘆
が
龍
門
屋
敷
の
場
の
最

大
の
見
せ
場
で
あ
る
が
、
そ
の
愁
嘆
を
構
成
す
る
た
め
に
ー
〈
打
灘
Ｖ
の
趣
向
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
ぬ
す
み
も
妻
子
の
た
め
な
ら
ぱ
に
く
い
内
に
あ
は
れ
も
有
。
身
に
き
か
ざ

　
っ
て
か
た
り
こ
と
せ
よ
と
て
親
は
う
み
っ
げ
ぬ
。
清
な
の
し
や
う
ね
や
と
あ

し
だ
を
つ
取
四
ツ
五
ツ
。
ち
や
う
く
と
た
き
付
今
は
う
つ
て
も
ｔ
い

　
て
も
。
此
は
ぢ
は
す
上
が
れ
ず
と
あ
し
だ
を
か
ら
り
と
な
げ
捨
て
。
か
っ
ば

　
と
ふ
し
て
な
き
給
へ
ぱ

　
　
　
　
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
方
法

　
こ
う
し
て
打
灘
さ
れ
た
憲
法
が
、
龍
門
方
の
好
計
か
ら
兄
を
救
う
た
め
、
五

右
衛
門
が
不
慮
に
盗
ん
だ
顕
定
の
衣
裳
を
身
に
纏
い
葺
入
り
し
て
、
そ
の
後
、

兄
顕
定
を
迎
え
よ
う
と
し
た
と
心
底
を
明
か
す
。

　
こ
の
打
灘
場
は
、
歌
舞
伎
の
『
傾
城
浅
間
嶽
』
に
お
げ
る
和
田
右
衛
門
に
よ

る
草
履
打
ち
に
代
表
さ
れ
る
、
歌
舞
伎
の
趣
向
と
し
て
の
く
打
勢
Ｖ
を
基
盤
に

し
て
い
る
。
草
履
で
打
た
れ
た
巴
之
丞
が
後
に
心
底
を
明
か
す
と
い
う
点
と
も

一
致
し
て
お
り
、
歌
舞
伎
の
趣
向
を
利
用
し
た
と
も
い
え
る
。

　
だ
が
、
こ
の
趣
向
は
、
す
で
に
、
宝
永
期
の
近
松
時
代
浄
瑠
璃
に
も
種
々
に

変
型
さ
れ
な
が
ら
と
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
『
曽
我
扇
八
景
』
で
は
、
曽
我
の
屋
敷
を
訪
れ
た
虎
に
、
十
郎
が
逼
塞
し
た

貧
家
の
主
人
で
あ
る
こ
と
を
悟
ら
せ
ま
い
と
自
ら
乳
母
と
た
っ
て
十
郎
に
仕
え

る
老
母
が
描
き
出
さ
れ
る
。
老
母
は
虎
が
自
分
を
十
郎
の
母
と
気
づ
き
そ
う
に

た
る
様
子
を
見
て
、
な
お
も
偽
り
通
そ
う
と
故
意
に
粗
相
を
し
で
か
し
、
乳
母

と
し
て
、
十
郎
の
ふ
り
お
ろ
す
扇
に
打
た
れ
る
。

　
『
曽
我
虎
が
磨
』
で
は
、
五
郎
の
悲
嘆
と
懇
願
を
前
に
し
て
勘
当
を
許
し
な

が
ら
も
、
そ
れ
を
知
ら
れ
ま
い
と
様
子
を
窺
う
勅
使
の
前
で
、
五
郎
が
家
に
戻

っ
て
き
た
こ
と
を
責
め
、
涙
を
の
ん
で
石
臼
の
挽
木
で
彼
を
打
灘
す
る
老
母
が

登
場
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
両
作
と
も
に
五
郎
勘
当
の
場
に
，
お
い
て
、
打
物
の
小
道
具
は
異

な
る
も
の
の
、
共
通
し
て
打
擬
場
を
設
げ
て
お
り
、
そ
れ
を
中
巻
の
見
娃
場
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
　
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
方
法

配
し
て
い
る
。
上
演
年
時
が
確
定
し
な
い
た
め
、
両
者
の
先
後
関
係
は
把
め
な

い
が
、
い
ず
れ
か
の
趣
向
が
当
り
を
と
り
、
他
方
が
そ
れ
を
作
り
か
え
て
上
演

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
両
作
は
『
傾
城
吉
岡
染
』
と
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い

な
い
時
期
に
上
演
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
同
巧
の
趣
向
を
構
え
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
影
響
関
係
の
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
と
も
か

く
、
こ
の
よ
う
に
歌
舞
伎
的
色
彩
の
濃
い
趣
向
を
同
じ
勘
当
場
と
い
う
設
定
に

導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
龍
門
屋
敷
の
愁
嘆
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注

目
し
て
お
き
た
い
。

　
龍
門
屋
敷
の
劇
展
開
は
、
武
家
屋
敷
に
お
げ
る
継
母
方
の
正
体
見
顕
し
か
ら
、

立
役
方
の
苦
悩
・
敗
退
と
大
筋
を
、
お
そ
ら
く
歌
舞
伎
の
三
番
続
き
を
踏
襲
し

た
と
見
ら
れ
る
松
本
治
太
夫
正
本
に
倣
い
た
が
ら
、
二
人
の
継
母
を
対
照
的
に

設
定
し
、
〈
打
郷
Ｖ
を
中
心
趣
向
と
し
て
再
構
成
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
上
巻
の

劇
的
頂
点
を
彩
成
し
て
い
る
。

４

　
中
巻
の
み
た
ら
し
屋
の
前
場
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
「
夢
中
の
お
ぽ
ろ
染
」
は
、

そ
れ
に
相
当
す
る
場
面
を
松
本
治
太
夫
正
本
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

れ
ら
を
付
加
し
た
理
由
は
何
な
の
か
、
そ
れ
を
間
う
こ
と
は
本
作
の
方
法
に
も

関
わ
っ
て
く
る
。

　
み
た
ら
し
屋
前
場
で
は
、
主
人
公
ら
の
や
っ
し
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

禄
歌
舞
伎
に
は
零
落
し
た
男
主
人
公
が
卑
賎
の
諸
職
に
身
を
や
つ
し
、
恋
慕
す

る
女
の
も
と
に
現
わ
れ
る
と
い
う
筋
が
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
諸
作
品
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
傾
城
買
い
狂
言
で
は
、
そ
の
主
人
公
は
放
蕩
を
尽
く
し
、

そ
の
た
め
に
勘
当
を
受
げ
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
好
計
を
め
ぐ
ら
す
悪
人
方

か
ら
阿
呆
払
い
に
さ
れ
て
落
塊
し
廓
の
女
の
も
と
に
訪
ね
て
く
る
。
そ
こ
で
、

濡
れ
、
口
説
な
ど
が
明
る
い
滑
稽
さ
を
と
も
た
っ
て
演
じ
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
本
作
の
憲
法
は
、
五
右
衛
門
が
和
琴
の
前
を
売
っ
た
代
で
日
々
を

安
穏
に
暮
し
て
き
た
我
身
の
罪
深
さ
を
自
覚
し
、
お
尋
ね
者
の
身
で
あ
り
た
が

ら
も
み
た
ら
し
屋
の
門
口
に
姿
を
現
わ
す
の
で
あ
り
、
歌
舞
伎
に
お
げ
る
や
つ

し
の
人
物
よ
り
も
、
行
動
的
、
意
志
的
た
人
物
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
吉
岡
の
誠
意
を
裏
切
る
よ
う
た
か
た
ち
を
と
っ
て
ま
で
も
、
和
琴
の
前

を
身
請
け
し
よ
う
と
す
る
憲
法
の
行
為
に
っ
い
て
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。　

こ
の
よ
う
に
歌
舞
伎
の
人
物
よ
り
も
行
動
的
・
意
志
的
な
人
物
と
し
て
憲
法

が
造
型
さ
れ
る
の
は
、
松
本
治
太
夫
正
本
の
真
田
蔵
之
進
の
人
物
像
が
投
影
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
て
い
た
た
め
と
捉
え
た
い
。
治
太
夫
正
本
の
初
段
で
悪
人
方
の
好
計
を
見
抜

き
、
藤
若
に
家
督
を
継
が
せ
る
べ
く
孤
軍
奮
闘
し
、
逆
に
悪
人
方
か
ら
追
い
抵

わ
れ
る
と
い
う
筋
が
、
そ
の
ま
ま
、
上
巻
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
述
し

た
。
こ
の
主
君
の
た
め
に
忠
義
を
尽
く
し
て
闘
う
行
動
力
旺
盛
な
蔵
之
進
の
人

物
像
が
、
兄
の
出
世
を
第
一
と
し
、
愛
す
る
吉
岡
を
裏
切
る
よ
う
に
し
て
ま
で



も
、
和
琴
の
前
を
身
請
げ
し
よ
う
と
す
る
憲
法
に
重
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
袖
乞
い
に
身
を
や
つ
す
吉
岡
の
人
物
像
に
も
、
治
太
夫
正
本
の
蔵
之
進
の
女

房
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
先
程
来
触
れ
て
い
る
吉
岡
の
悲
劇
に
は
元
禄

歌
舞
伎
の
方
法
が
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
。
『
傾
城
壬
生
大
念
仏
』
を
例
に
と

れ
ば
、
主
君
民
彌
の
た
め
に
金
策
に
奔
走
す
る
彦
六
が
我
子
と
知
ら
ず
、
禿
小

簿
を
殺
傷
す
る
悲
劇
が
描
か
れ
、
そ
こ
に
劇
的
た
感
動
が
生
起
す
る
。
こ
れ
が

恋
慕
寸
る
女
の
身
売
り
へ
と
展
開
し
、
近
松
も
『
雪
女
五
枚
羽
子
板
』
で
小
晒

の
身
売
り
を
描
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
小
晒
の
身
売
り
は
、
や
は
り
無
効
な

も
の
と
な
る
。
吉
岡
が
誠
意
を
尽
く
せ
ば
尽
く
す
ほ
ど
、
意
に
反
し
て
、
憲
法

か
ら
裏
切
ら
れ
る
と
い
う
不
幸
な
展
開
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
や
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

し
の
人
物
の
た
め
の
金
策
が
周
辺
の
人
物
に
も
た
ら
す
悲
劇
の
方
法
が
、
　
『
傾

城
吉
岡
染
』
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
た
お
、
女
主
人
公
の
や
つ
し
も
、
下
女
、
袖
乞
い
、
遣
手
た
ど
の
卑
賎
の
諸

職
に
身
を
作
り
た
し
、
恋
ゆ
え
に
出
奔
、
ま
た
は
身
を
売
り
、
思
慕
す
る
男
と

の
再
会
を
念
じ
て
耐
え
る
姿
が
観
客
の
感
動
を
誘
う
。
本
作
で
も
、
傾
城
吉
岡

が
袖
乞
い
に
身
を
や
つ
し
て
い
る
。

　
憲
法
の
彩
象
に
は
、
歌
舞
伎
狂
言
の
や
つ
し
の
人
物
と
は
異
た
っ
た
造
型
が

与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
や
つ
し
の
人
物
と
無
関
係
で
あ
る
わ
げ
で
は
な
い
。
本

作
で
、
憲
法
が
悪
性
狂
い
の
す
え
に
勘
当
に
な
っ
て
お
り
、
五
右
衛
門
に
養
わ

れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
中
巻
の
や
つ
し
姿
を
演
じ
さ
せ
る
た
め
の
伏
線
で
あ

　
　
　
　
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
方
法

っ
た
と
い
え
る
。

　
そ
こ
で
、
も
う
一
度
、
憲
法
の
や
つ
し
そ
の
も
の
に
注
目
し
た
い
。
憲
法
は

虚
無
僧
に
身
を
や
つ
し
、
恋
慕
流
し
を
奏
し
つ
つ
、
み
た
ら
し
屋
の
門
口
に
現

わ
れ
る
。
実
は
、
こ
こ
に
は
『
傾
城
仏
の
原
』
の
文
蔵
の
や
っ
し
姿
が
重
ね
ら

れ
て
い
る
。
狂
言
本
に
は
、
「
然
る
所
へ
文
蔵
は
、
虚
無
僧
風
山
を
頼
み
、
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

身
も
同
じ
尺
八
の
、
恋
慕
や
涙
な
り
ぬ
ら
ん
と
、
柏
屋
が
門
に
立
ち
給
ふ
」
と

あ
り
、
虚
無
僧
に
身
を
や
つ
し
た
文
蔵
が
恋
慕
流
し
を
奏
し
た
が
ら
現
わ
れ
る

と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
今
川
と
文
蔵
が
久
し
ぶ
り
に
再
会
す

る
と
い
う
筋
立
て
も
、
吉
岡
と
憲
法
の
再
会
と
呼
応
し
て
い
る
。
な
お
、
虚
無

僧
の
や
つ
し
は
珍
ら
し
く
、
管
見
に
入
る
限
り
、
　
『
傾
城
仏
の
原
』
に
あ
る
だ

げ
で
、
他
の
狂
言
に
は
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
憲
法
に
文
蔵
の
面
影
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
吉
岡
に
も
今
川
の
文

蔵
を
恋
い
慕
う
熱
情
と
思
慮
深
さ
な
ど
が
二
重
写
し
に
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
憲
法
の
造
型
に
あ
た
っ
て
、
治
太
夫
正
本
の
蔵
之
進
を
下
敷
き
に
し
、
文
蔵

の
や
つ
し
を
重
ね
あ
わ
せ
る
方
法
が
と
ら
れ
、
吉
岡
も
蔵
之
進
女
房
を
基
礎
に

や
っ
し
事
を
導
入
し
、
今
川
の
人
物
像
を
二
重
写
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に

た
る
。

　
次
に
．
「
夢
中
の
お
ぽ
ろ
染
」
の
検
討
に
は
い
る
が
、
こ
れ
も
治
太
夫
正
本
に

は
な
く
、
新
た
に
付
加
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
吉
野
の
身
替
り
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



　
　
　
　
　
『
傾
塞
日
岡
染
』
の
方
法

て
み
た
ら
し
屋
に
売
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
吉
岡
が
、
夢
の
中
で
憲
法
か
ら
贈

ら
れ
た
手
染
め
の
小
袖
を
彼
に
見
立
て
て
、
嫉
妬
の
烙
を
燃
や
し
、
小
袖
に
憂

さ
辛
さ
を
ぶ
っ
け
て
所
作
を
す
る
場
面
で
あ
ろ
う
。
元
禄
歌
舞
伎
に
必
ず
と
言

っ
て
よ
い
ほ
ど
備
っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
怨
霊
嫉
妬
事
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ

る
。　

ま
ず
、
本
文
詞
章
を
検
討
し
て
み
る
と
、
憲
法
染
め
の
小
袖
に
嫉
妬
を
燃
や

し
、
染
色
に
関
連
す
る
景
物
が
物
尽
し
風
に
展
開
さ
れ
て
い
く
が
、
明
ら
か
に

怨
霊
事
の
小
唄
が
下
敷
き
に
さ
れ
て
い
る
。

　
○
色
も
紅
葉
も
枯
人
＼
に
。
た
る
身
ぞ
つ
ら
き
仇
の
男
め
。
い
つ
そ
う
そ
な

　
ら
う
そ
ぱ
か
り
、
ま
こ
と
ま
じ
り
に
ほ
だ
さ
れ
た

　
○
ふ
つ
と
や
め
よ
。
い
や
や
め
ま
い
よ
。
は
た
と
打
て
も
た
た
い
て
も
。
に

　
く
い
の
う
ち
が
か
あ
い
た
り
。
ね
や
の
あ
ふ
ぎ
の
。
風
の
た
よ
り
も
た
へ
て

　
三
歳
の
あ
は
れ
實
に
。
憂
き
こ
と
語
る
と
も
に
さ
へ
。
い
ふ
に
い
は
れ
ぬ
柳

髪

　
○
か
く
は
思
ひ
知
り
な
が
ら
。
思
へ
は
う
ら
み
あ
り
。
思
へ
ぱ
ね
た
ま
し

　
○
黒
き
刃
金
に
く
い
つ
く
歯
形
。
鬼
と
も
蛇
と
も
た
ら
ぱ
た
り
た
ん
。
二
人

伏
篭
の
思
ひ
の
け
む
り

　
○
主
は
い
づ
く
に
う
つ
せ
み
の
も
ぬ
げ
の
か
ら
衣
い
と
せ
め
て
。
愁
し
き

　
と
き
は
う
ぱ
た
ま
の
。
夜
の
衣
を
身
に
か
さ
ね
。
闇
は
あ
や
な
し
梅
の
花
梅

　
の
梢
に
ゆ
か
し
き
人
の
。
あ
り
や
た
し
や
と
よ
じ
の
ぽ
れ
ぱ
枝
も
さ
か
し
き

三
四

　
剣
の
鎗
う
め

　
こ
の
よ
う
に
、
怨
霊
事
の
小
唄
に
通
じ
る
詞
章
が
本
文
全
体
に
用
い
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
と
し
て
書
か
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
吉
岡
の
生
霊
が
抜
げ
出
て
、
憲
法
染
め
の
小
袖
に
っ
い
て
、
嫉
妬
に
狂
う
場

面
に
な
っ
て
い
る
。
元
禄
歌
舞
伎
で
は
、
怨
霊
出
現
の
場
に
種
々
の
趣
向
が
こ

ら
さ
れ
て
い
る
。
　
『
傾
城
壬
生
大
念
仏
』
で
は
盟
、
　
『
傾
城
浅
間
獄
』
で
は
火

鉢
の
煙
と
手
を
替
え
、
品
を
替
え
上
演
さ
れ
る
。
　
『
傾
城
仏
の
原
』
で
は
竹
姫

の
生
霊
が
奥
州
に
乗
り
移
る
趣
向
が
構
え
ら
れ
、
生
霊
と
い
う
点
で
は
本
作
と

相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
本
作
で
は
「
ふ
か
き
う
ら
み
の
水
行
川
く
も
で
に
。

か
二
る
ゆ
め
の
う
き
は
し
。
夢
と
も
わ
か
ぬ
た
ま
し
ひ
は
。
さ
は
べ
の
ほ
た
る
。

も
え
も
せ
ず
。
又
き
え
も
せ
ぬ
う
づ
み
火
と
こ
が
れ
。
あ
こ
が
れ
ま
よ
ひ
出
む

む
め
が
香
く
ら
き
春
の
夜
の
。
お
ぼ
ろ
染
た
る
。
か
た
み
の
小
補
。
た
も
と
に

う
っ
る
よ
し
を
か
£
。
す
が
た
は
こ
之
ね
す
が
た
も
あ
り
し
所
に
あ
り
く

と
。
か
げ
と
ひ
な
た
と
ふ
た
へ
が
た
。
染
て
う
っ
せ
し
ご
と
く
也
」
と
、
憲
法

染
め
の
小
袖
か
ら
出
現
す
る
と
い
う
趣
向
に
な
っ
て
い
る
。
　
こ
の
小
袖
は
、

「
夢
中
の
お
ぽ
ろ
染
」
の
前
に
、
吉
岡
が
腹
立
ち
ま
ぎ
れ
に
中
庭
に
投
げ
捨
て

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
庭
の
小
袖
か
ら
吉
岡
の
生
霊
が
玩
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
恨
み
を
小
袖
に
托
し
、
小
袖
を
手
に
「
た
れ
に
か
き
せ
ん
ぬ
ぎ
は
や
ら
じ

と
く
る
く
く
。
く
る
り
と
ま
い
て
ひ
ら
く
く
ひ
ら
り
一
く
る
り
と
ま

い
っ
ほ
ど
い
っ
上
う
き
な
み
だ
」
な
ど
の
所
作
が
演
じ
ら
れ
、
や
が
て
「
か
す



み
も
。
ゆ
め
真
ぽ
ろ
く
と
見
一
し
す
が
た
も
か
り
ま
く
ら
む
め
が
香
。
ぱ

か
り
や
の
こ
る
ら
ん
」
と
姿
を
消
し
て
い
く
。

　
こ
の
夢
の
設
定
は
、
『
薩
摩
歌
』
『
百
合
若
大
臣
野
守
鏡
』
た
ど
で
用
い
ら
れ

　
　
＠

て
お
り
、
上
演
時
期
が
近
接
し
て
く
る
可
能
性
が
高
く
、
参
照
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
た
お
、
こ
こ
で
、
憲
法
染
め
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
憲
法
染
め
は

吉
岡
憲
法
が
染
め
始
め
た
色
で
、
憲
法
は
「
京
都
西
洞
院
四
条
に
住
し
て
居
り
、

黒
染
に
茶
色
を
混
じ
て
黒
茶
色
と
し
て
売
り
出
し
た
の
で
、
世
に
こ
れ
を
憲
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

色
と
呼
び
、
黒
に
次
ぐ
色
と
し
て
男
子
の
礼
服
に
用
い
ら
れ
た
」
。
た
だ
し
、

本
作
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
憲
法
染
め
が
女
性
用
の
小
袖
に
用
い
ら
れ
て
い

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
近
松
作
品
の
用
例
と
し
て
は
『
心
中
重
井
筒
』
と
『
大

経
師
昔
暦
』
に
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
あ
る
。
　
『
心
中
重
井
筒
』
で
は
「
吉
岡
紙

子
染
」
と
あ
り
、
す
で
に
当
時
、
男
子
の
礼
服
に
限
ら
ず
、
紙
子
染
に
ま
で
普

及
、
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
大
経
師
昔
暦
』
で
は
、
「
お
さ
ん
の
肌

着
代
な
し
て
、
白
む
く
一
重
。
兼
房
に
裾
模
様
有
芦
の
鷺
。
あ
し
に
任
せ
て
奈

良
堺
」
と
あ
る
。
江
馬
務
氏
は
、
こ
の
例
に
ふ
れ
て
、
女
性
の
憲
法
染
め
の
着

用
に
つ
い
て
、
　
「
当
時
に
あ
っ
て
は
婦
人
服
と
し
て
は
ま
こ
と
に
尖
端
的
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
憲
法
染
め
の
小
袖
を
手

に
舞
う
吉
岡
の
姿
は
、
当
時
の
ト
ッ
プ
・
モ
ー
ド
を
身
に
つ
け
て
の
所
作
で
あ

り
、
当
然
、
観
客
の
注
目
を
集
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
中
巻
の
前
場
は
、
松
本
治
太
夫
正
本
か
ら
人
物
像
の
ヒ
ソ
ト
を
得
た
が
ら
、

　
　
　
　
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
方
法

立
役
方
の
や
っ
し
、
口
説
、
身
売
り
な
ど
の
場
面
が
揚
屋
で
展
開
さ
れ
る
。
松

本
治
太
夫
正
本
に
な
い
部
分
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
の
よ
う
た
場
面
が

作
ら
れ
る
の
は
、
本
作
が
歌
舞
伎
狂
言
の
三
番
続
き
を
意
識
し
て
製
作
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
　
「
夢
中
の
お
ぽ
ろ
染
」
も
、
や
は

り
、
怨
霊
事
を
意
図
的
に
と
り
込
ん
だ
も
の
と
い
え
る
。

　
最
後
に
憲
法
に
文
蔵
を
重
ね
合
わ
せ
た
意
味
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
文
蔵
役

で
当
り
を
と
っ
た
の
は
、
京
都
の
坂
田
藤
十
郎
と
大
坂
の
嵐
三
右
衛
門
で
あ
る

が
、
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
宝
永
七
年
春
と
い
う
時
点
に
立
っ
て
い
え
ぱ
、
藤
十

郎
と
考
え
た
い
。
と
い
う
の
は
、
彼
は
宝
永
六
年
十
一
月
一
目
に
他
界
し
て
お

り
、
こ
の
百
ケ
目
追
善
が
当
込
ま
れ
た
可
能
性
が
強
い
の
で
あ
る
。
歌
舞
伎
界

で
も
、
沢
村
長
十
郎
が
伊
左
衛
門
に
扮
し
、
　
『
夕
霧
』
を
追
善
輿
行
と
し
て
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

演
し
て
大
当
り
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
演
劇
界
の
巨
人
の
死
は
広
く
上
方
の
元

禄
劇
壇
を
席
巻
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
も
、
近
松
は

藤
十
郎
と
と
も
に
万
太
夫
座
を
盛
り
た
て
、
座
付
婆
言
作
者
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
こ
と
を
思
え
ぱ
、
そ
の
近
松
が
藤
十
郎
の
追
善
の
意
図
を
こ
め
て
、
こ
の

虚
無
僧
の
や
っ
し
を
描
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
お
、
　
『
傾
城
仏
の
原
』
と

関
連
を
有
す
る
場
面
と
し
て
、
序
開
き
の
構
成
、
中
巻
前
場
の
憲
法
、
吉
岡
の

人
物
造
型
、
怨
霊
事
の
設
定
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。
　
『
傾
城
壬
生
大
念
仏
』
に

お
げ
る
贋
費
入
り
の
設
定
、
継
母
事
な
ど
と
関
連
を
有
し
て
も
い
る
。
当
時
の

演
劇
通
念
か
ら
見
て
も
、
名
優
の
死
を
当
込
ん
で
追
善
興
行
を
行
な
っ
て
お
り
、
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本
作
に
も
藤
十
郎
百
ケ
日
追
善
当
込
み
の
意
図
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と

捉
え
た
い
。

５

　
こ
こ
で
近
松
が
描
い
た
五
右
衛
門
像
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
石
川
五
右
衛
門

を
素
材
と
し
て
、
後
世
に
お
い
て
評
判
を
と
る
『
釜
が
淵
双
級
巴
』
『
石
川
五

右
衛
門
一
代
噺
』
　
『
金
門
五
三
桐
』
た
ど
の
五
右
衛
門
劇
の
礎
が
本
作
に
よ
っ

て
築
か
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
た
い
。

　
五
右
衛
門
の
登
場
場
面
は
、
上
中
下
三
巻
に
わ
た
っ
て
い
る
。
上
巻
の
旅
籠

鎧
屋
の
場
は
五
右
衛
門
が
初
め
て
盗
み
に
手
を
染
め
る
場
面
で
あ
る
。
松
本
治

太
夫
正
本
に
は
、
そ
う
し
た
設
定
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
穿
っ
た

見
か
た
を
す
れ
ぱ
、
治
太
夫
正
本
に
お
げ
る
三
段
目
の
魚
荷
を
盗
む
阿
倍
野
提

の
場
が
そ
れ
に
相
当
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
兵
法
の
師
匠
と
た
の
む
憲
法
を
養
う
た
め
に
五
右
衛
門
が
日
雇
仕
事
を
求
め

て
鎧
屋
の
門
口
に
玩
わ
れ
、
ち
ょ
う
ど
そ
こ
に
香
春
家
の
一
行
が
来
合
わ
せ
る
。

一
行
到
着
の
騒
ぎ
の
う
ち
、
葛
籠
を
昇
い
て
出
た
腰
元
が
五
右
衛
門
を
人
足
七

蔵
と
問
違
え
て
彼
に
葛
籠
を
渡
し
て
し
ま
う
。
五
右
衛
門
は
、
は
か
ら
ず
も
、

盗
み
に
手
を
染
め
る
こ
と
に
な
り
、
思
い
あ
ぐ
ね
る
う
ち
に
、
女
中
の
声
で
新

五
兵
衛
を
呼
ぷ
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
五
右
衛
門
は
、
　
「
う
は
ぎ
を
と
い
て
打

か
げ
は
を
り
だ
げ
に
す
そ
ぱ
し
お
り
。
息
杖
二
本
大
小
に
つ
か
は
手
拭
ぐ
る
ぐ
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る
ま
き
。
さ
し
も
り
っ
ぱ
に
ひ
っ
か
ら
げ
。
大
ま
た
ぎ
に
手
を
ふ
っ
て
」
変
装

し
、
刀
筒
を
奪
い
去
る
。
一
度
目
は
「
そ
ら
お
そ
ろ
し
く
、
む
ね
も
お
ど
」
っ

て
い
た
の
が
、
二
度
目
に
は
「
ぬ
す
み
の
口
が
明
て
き
た
と
心
は
い
き
く
は

い
く
と
一
「
此
柏
手
で
は
ま
だ
と
れ
る
一
と
、
し
だ
い
に
盗
姦
業
に
深
入

り
し
て
い
く
。
そ
こ
に
、
ま
た
腰
元
の
供
奴
ひ
げ
の
侯
介
を
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
、

五
右
衛
門
は
、
　
「
お
び
を
と
き
下
着
き
り
上
と
っ
ま
だ
か
に
。
お
び
は
っ
二
こ

み
う
し
ろ
さ
が
り
に
び
ん
か
き
さ
げ
。
す
そ
三
の
づ
迄
ひ
つ
か
ら
げ
」
、
行
燈

の
油
煙
で
鎌
髭
を
作
っ
て
変
装
し
、
腰
元
か
ら
挾
箱
を
盗
み
と
り
、
そ
れ
と
知

ら
ぬ
腰
元
か
ら
所
望
さ
れ
る
ま
ま
に
六
法
を
意
気
揚
々
と
踏
ん
で
退
出
す
る
。

　
こ
の
場
の
見
せ
場
は
五
右
衛
門
が
次
々
と
変
装
し
て
い
く
滑
稽
た
所
作
に
あ

る
。
し
か
も
、
そ
の
変
装
の
特
徴
は
、
観
客
の
見
て
い
る
前
で
種
々
に
意
匠
を

凝
ら
し
て
展
開
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
犬
和
屋
甚
兵
衛
の
や
つ
し
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に
特
徴
的
た
の
だ
が
、
観
客
の
眼
前
で
連
続
し
て
複
数
の
や
っ
し
を
演
じ
る
の

と
同
じ
方
法
で
あ
る
。
舞
台
演
出
も
、
人
足
－
若
党
－
供
蚊
と
い
う
変
化
を
人

形
に
演
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
主
眼
が
置
か
れ
、
そ
の
変
化
に
妙
味
を
発
揮
し
た

も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
松
本
治
太
夫
正
本
が
、
単
に
生
活
苦
か
ら
盗
み
を
働
く
よ
う
に
た
っ
た
と
い

う
説
明
叙
述
で
終
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
本
作
で
は
、
兵
法
の
師
匠
憲
法
に
献

身
的
に
仕
え
る
下
人
五
右
衛
門
が
、
は
か
ら
ず
も
、
盗
み
の
道
に
踏
み
入
る
か

た
ち
に
増
補
し
、
そ
こ
か
ら
し
だ
い
に
盗
人
と
し
て
の
貫
録
を
身
に
っ
げ
て
い



く
五
右
衛
門
の
心
理
の
推
移
が
舞
台
の
滑
稽
な
演
技
と
相
倹
っ
て
表
現
さ
れ
て

い
る
。

　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
中
巻
後
場
の
五
右
衛
門
の
押
し
込
み
強
盗
の
場
面
は
、

松
本
治
太
夫
正
本
を
変
型
し
て
利
用
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
五
右
衛
門
は
大

盗
人
に
成
長
し
て
お
り
、
そ
の
傍
若
無
人
ぶ
り
が
余
す
と
こ
ろ
た
く
描
か
れ
て

い
る
。
と
り
わ
け
、
押
し
込
み
に
入
る
場
面
は
写
実
的
で
、
観
客
の
ス
リ
リ
ソ

グ
な
興
味
を
満
足
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
治
太
夫
正
本
が
や
や
も
す
れ
ば
平
板
た

叙
述
に
終
始
し
が
ち
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
作
で
は
ダ
イ
ナ
、
・
、
ツ
ク
な
展
開
が

な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
大
盗
人
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
憲
法
に
変
ら
ぬ
忠
義
を
尽
く
す
人
物
と

し
て
五
右
衛
門
は
形
象
さ
れ
る
。
彼
は
和
琴
の
前
と
は
知
ら
ず
に
彼
女
を
み
た

ら
し
屋
に
売
っ
た
こ
と
を
気
遣
い
、
救
い
出
そ
う
と
押
し
込
ん
だ
の
で
あ
り
、

治
太
夫
正
本
の
よ
う
に
１
盗
み
に
入
っ
て
偶
然
居
合
わ
せ
た
姫
を
殺
害
す
る
と
い

っ
た
偶
然
性
に
劇
展
開
を
委
ね
た
り
は
し
な
い
。
憲
法
に
あ
く
ま
で
忠
誠
を
尽

く
す
人
物
と
し
て
一
貫
し
た
造
型
が
五
右
衛
門
に
。
は
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

た
だ
、
彼
の
行
為
が
皮
肉
な
方
向
へ
し
か
事
態
を
運
ぱ
た
い
の
だ
が
。

　
下
巻
道
明
寺
の
場
で
は
、
五
右
衛
門
捕
縛
の
あ
り
さ
ま
が
活
写
さ
れ
る
。
治

太
夫
正
本
で
は
、
下
立
売
で
の
姫
殺
し
が
顕
わ
れ
、
役
人
に
そ
の
ま
ま
捕
え
ら

れ
る
と
い
う
単
調
な
筋
の
運
び
に
た
っ
て
い
る
の
を
、
本
作
で
は
、
逃
げ
込
ん

だ
道
明
寺
の
摂
待
供
養
の
大
釜
に
隠
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
踏
み
込
ん
だ
役
人
に

　
　
　
　
　
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
方
法

見
ぬ
か
れ
、
釜
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
る
と
い
う
緊
迫
感
の
あ
る
展
開
へ
と
再
構
成

し
て
い
る
。
道
明
寺
を
舞
台
に
選
ん
だ
の
は
、
石
川
郷
の
近
隣
の
地
で
あ
る

こ
と
と
摂
待
供
養
の
大
釜
の
存
在
に
依
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
道
明
寺
の
尼
公

の
活
躍
と
い
う
要
素
を
付
加
す
る
こ
と
で
、
劇
展
開
に
変
化
が
っ
げ
ら
れ
て
い

る
。　

七
条
河
原
の
場
に
お
け
る
愁
嘆
表
現
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
松
本
治
太
夫

正
本
で
は
、
い
た
い
げ
た
子
役
小
源
太
が
哀
れ
さ
を
か
き
た
て
る
よ
う
に
構
成

さ
れ
て
い
る
が
、
『
傾
城
吉
岡
染
』
は
、
そ
の
よ
う
た
お
涙
丁
戴
式
の
常
套
的

た
愁
嘆
表
現
を
切
り
捨
て
、
む
し
ろ
、
五
右
衛
門
の
最
期
の
述
懐
に
場
面
を
集

約
し
て
い
る
。
そ
の
述
懐
は
、
憲
法
に
忠
節
を
尽
く
そ
う
と
し
て
彼
の
と
っ
た

行
為
が
す
べ
て
報
わ
れ
ず
、
逆
に
憲
法
を
窮
地
に
陥
ら
せ
て
い
っ
た
悔
恨
の
念

と
、
盗
み
に
手
を
染
め
、
今
日
河
原
で
処
刑
さ
れ
る
に
い
た
る
ま
で
の
自
ら
の

所
業
に
対
す
る
繊
悔
と
し
て
表
わ
れ
る
。
そ
の
幟
悔
の
場
に
は
念
仏
の
声
が
入

り
交
り
、
五
右
衛
門
自
身
も
群
衆
に
念
仏
回
向
を
頼
み
続
げ
る
。
近
松
作
品
に

お
い
て
、
他
に
見
ら
れ
な
い
残
酷
な
釜
煮
り
の
場
面
で
も
、
憲
法
の
懇
望
に
１
応

え
て
、
五
右
衛
門
は
最
期
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
、
煮
り
焦
が
れ
た
久
吉
の
姿

を
手
に
高
六
と
持
ち
あ
げ
る
。
久
吉
の
苦
痛
を
和
ら
げ
よ
う
と
久
吉
を
足
下
に

敷
い
た
五
右
衛
門
の
苦
衷
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
た
い
感
動
的
た
場
面
と
た
っ

て
い
る
。
松
本
治
太
夫
正
本
と
は
比
較
で
き
た
い
ほ
ど
の
迫
真
性
が
本
作
に
は

あ
り
、
劇
的
た
行
為
に
ま
で
五
右
衛
門
最
期
を
高
め
え
て
い
る
。
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以
上
、
五
右
衛
門
が
な
ぜ
盗
み
稼
業
に
は
い
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
盗
人

ぶ
り
だ
っ
た
の
か
、
い
か
に
し
て
捕
え
ら
、
れ
、
い
か
に
死
ん
で
い
っ
た
の
か
、

と
観
客
の
抱
く
五
右
衛
門
へ
の
興
味
を
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
盛
り
込
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
本
作
は
構
成
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ぱ
、
五
右
衛
門
一
代
記
的
な
傾
向
を

帯
び
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
松
本
治
太
夫
正
本
が
、
五
右
衛
門
は
実

は
真
田
蔵
之
進
の
零
落
し
た
姿
で
あ
っ
た
と
い
う
構
想
を
も
っ
て
い
た
の
に
対

し
、
市
井
の
下
人
五
右
衛
門
が
盗
み
に
手
を
染
め
て
か
ら
、
処
刑
さ
れ
る
ま
で

を
一
代
噺
的
に
構
想
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
本
作
は

　
　
す
ぐ
に
二
人
の
つ
い
ぜ
ん
の
。
大
法
事
大
吉
事
本
國
本
り
や
う
出
世
あ
り
。

　
た
き
に
の
ぽ
る
や
龍
門
の
家
も
は
ん
じ
や
う
國
は
ん
じ
や
う
。
た
み
も
に
ぎ

　
は
ふ
か
ま
が
ふ
ち
そ
こ
の
し
れ
ざ
る
大
ふ
く
と
く
。
す
ゑ
よ
し
を
か
の
げ
ん

　
ぽ
う
ぞ
め
あ
ら
へ
ど
。
お
ち
ぬ
ふ
っ
き
な
り

と
結
ぱ
れ
て
い
る
。
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
で
は
、
五
右
衛
門
は
追
善
さ
れ
る
こ
と

が
す
で
に
約
束
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
追
善
の
対
象
に
足
る
人
物
と
し
て
五
右
衛

門
が
造
型
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
た
る
。
そ
れ
が
、
七
条
河
原
の
五
右
衡
門
の
餓

悔
課
に
典
型
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
も
、
五
右
衛
門
は
、
一
貫
し
て
あ

く
ま
で
も
主
君
に
忠
義
を
尽
く
す
人
物
と
し
て
造
型
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、

彼
の
忠
節
が
す
べ
て
仇
と
な
っ
て
い
く
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
認
め
ら
れ
る
。
こ

の
モ
チ
ー
フ
は
治
太
夫
正
本
に
胚
胎
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
が
『
傾
城
吉
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岡
染
』
の
構
想
に
関
わ
っ
て
い
る
。
す
た
わ
ち
、
本
作
の
も
う
一
人
の
主
人
公

憲
法
の
行
為
を
衝
き
動
か
し
て
い
る
の
は
、
’
す
べ
て
五
右
衛
門
の
行
為
で
あ
る
。

上
巻
で
憲
法
が
龍
門
家
に
贋
葺
と
し
て
登
場
し
、
そ
れ
が
露
顕
し
龍
門
家
が
お

家
横
領
さ
れ
る
こ
と
、
中
巻
で
憲
法
が
吉
岡
の
誠
意
を
裏
切
っ
て
ま
で
も
和
琴

の
前
を
身
請
げ
し
な
け
れ
ぱ
た
ら
た
く
た
る
こ
と
も
、
下
巻
で
憲
法
の
子
久
吉

が
釜
煮
り
の
道
連
れ
に
さ
れ
、
煮
り
焦
が
れ
た
無
残
た
姿
を
憲
法
が
見
た
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
こ
と
も
、
五
右
衛
門
の
憲
法
の
た
め
に
尽
く
す
忠
節
の
結
果
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ラ
マ

っ
た
。
い
わ
ぱ
、
本
作
は
報
わ
れ
ぬ
忠
臣
の
劇
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
と
い

え
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ぱ
こ
そ
、
七
条
河
原
で
の
五
右
衛
門
の
繊
悔
・

述
懐
は
意
味
を
持
っ
。
刑
死
場
面
に
お
け
る
壮
絶
悲
壮
た
五
右
衛
門
の
最
期
も
、

彼
の
追
善
を
確
実
た
も
の
と
し
て
い
く
道
程
の
完
結
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
う
で
な
げ
れ
ぱ
、
比
類
の
た
い
残
虐
場
面
を
観
客
は
同
化
し
て
直
視
す
る
こ

と
は
で
き
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
は
、
松
本
治
太
夫
正
本
を
直
裁
の
典
拠
と
し

て
五
右
衛
門
が
主
人
公
的
位
置
を
占
め
て
登
場
す
る
の
だ
が
、
な
ぜ
、
五
右
衛

門
で
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
傾
城
吉
岡
染
』
以
前
に
、
石
川
五
右
衛
門
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、
松
本

治
太
夫
正
本
以
外
に
、
歌
舞
伎
狂
言
『
石
川
五
右
衛
門
』
（
宝
永
三
年
八
月
、

京
都
亀
屋
座
）
が
あ
る
。
Ｌ
か
し
、
婆
言
本
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
本
文
の

比
較
検
討
が
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
、
治
太
夫
正
本
に
近
い
内
容
を
持
っ
て
い



た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
上
演
に
際
す
る
興
行
事
情
は
、

伊
原
敏
郎
氏
の
『
歌
舞
伎
年
表
』
（
一
巻
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
宝
永
三
年
七
月
十
一
目
に
、
大
仏
前
の
餅
屋
が
、
石
川
五
右

衛
門
の
百
年
忌
法
養
を
催
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
『
百
一
録
』
の

記
事
に
依
拠
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
書
で
は
、
五
右
衛
門
が
餅
屋
に
死
後

の
法
養
を
頼
ん
で
大
金
を
投
げ
込
ん
で
い
っ
た
と
い
う
伝
承
に
ょ
り
、
百
年
忌

法
養
を
営
ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
歌
舞
伎
狂
言
は
、
こ
の
風
聞
を
当
込
ん

で
上
演
さ
れ
た
も
の
と
見
て
、
ほ
ぽ
問
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
五
右
衛
門
の
死
没

時
期
は
文
禄
と
も
慶
長
と
も
い
わ
れ
一
定
し
な
い
が
、
暖
味
で
あ
る
が
故
に
、

か
え
っ
て
商
業
政
策
上
、
あ
る
い
は
興
行
政
策
上
、
そ
の
追
善
を
当
込
む
こ
と

は
容
易
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
刑
死
場
面
が
五
右
衛
門
の
追
善
を
意
図
的
に
強
調
し
て

い
る
こ
と
と
も
無
関
係
と
は
思
え
な
い
。
作
中
、
七
条
河
原
の
冒
頭
に
「
慶
長

か
の
へ
い
ぬ
、
ぽ
し
ゆ
ん
」
と
い
う
詞
章
が
見
ら
れ
る
。
　
「
か
の
へ
い
ぬ
」
は

慶
長
十
五
年
、
一
六
一
〇
年
で
あ
る
。
本
作
の
上
演
は
、
宝
永
七
年
、
一
七
一

〇
年
で
あ
る
。
こ
の
慶
長
十
五
年
と
い
う
年
時
は
、
松
本
治
太
夫
正
本
、
西
鶴

『
本
朝
廿
四
孝
』
等
に
お
い
て
は
見
出
せ
な
い
。
刑
場
の
改
ま
っ
た
雰
囲
気
の

場
で
語
り
始
め
に
使
用
さ
れ
た
年
時
で
あ
る
だ
げ
に
注
目
さ
れ
る
。
百
年
忌
か

ら
見
れ
ぱ
多
少
の
誤
差
は
あ
る
も
の
の
、
偶
然
の
符
号
と
は
思
え
な
い
。
し
か

も
、
　
「
ぽ
し
ゆ
ん
」
と
い
う
季
節
も
、
本
作
が
「
三
月
二
五
目
」
に
は
上
演
さ

　
　
　
　
　
　
『
傾
城
吉
岡
染
』
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
初
演
と
考
え
ら
れ
る
点
と
も
一
致
し
て
い
る
。

　
な
お
、
下
巻
で
は
、
道
明
寺
の
場
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
に
続
く
七
条
河
原
に

わ
た
っ
て
、
道
明
寺
尼
公
の
活
躍
が
め
ざ
ま
し
く
、
こ
の
人
物
は
他
の
作
品
に
１

い
っ
さ
い
登
場
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
道
明
寺
で
の
法
養
の
可
能
性
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
い
づ
れ
に
畦
よ
、
本
作
の
五
右
衛
門
の
一
代
噺
的
構
想
は
、
五
右
衛
門
百
年

忌
追
善
の
当
込
み
に
基
づ
く
も
の
と
見
る
べ
き
で
は
た
い
だ
ろ
う
か
。

ま
　
　
と

め

　
『
傾
城
吉
岡
染
』
は
、
直
裁
の
典
拠
を
松
本
治
太
夫
正
本
『
石
川
五
右
衛

門
』
に
も
と
め
、
五
段
組
織
を
三
巻
型
式
に
再
構
成
し
、
そ
こ
に
歌
舞
伎
的
な

場
面
、
演
技
を
注
ぎ
こ
む
こ
と
に
ょ
っ
て
、
一
篇
が
構
想
さ
れ
て
い
た
。
世
界

設
定
じ
た
い
は
、
五
右
衛
門
の
百
年
忌
を
当
込
ん
で
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

堅
筋
と
し
な
が
ら
、
横
筋
と
し
て
歌
舞
伎
の
趣
向
を
取
り
込
み
、
特
に
、
藤
十

郎
追
善
の
意
図
を
込
め
た
歌
舞
伎
的
脚
色
を
施
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
作
と

同
じ
上
演
形
式
を
持
っ
『
雪
女
五
枚
羽
子
板
』
　
『
傾
城
反
魂
香
』
と
同
じ
く
、

歌
舞
伎
的
な
作
劇
法
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
作
品
と
見
た
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ら
の
三
作
は
、
従
来
、
時
代
世
話
物
と
分
類
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
っ

い
て
も
今
後
、
検
討
し
直
さ
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
な
お
、
本
稿
は
、
日
本
文
学
協
会
第
一
回
近
世
部
門
研
究
発
表
会
（
昭
和
五
五
年
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



一
『
傾
塞
口
岡
染
』
の
方
法

月
）
、
演
劇
研
究
会
（
昭
和
五
六
年
五
月
例
会
）
に
お
い
て
報
告
し
た
も
の
に
加
筆
し

た
も
の
で
あ
る
。
御
指
導
い
た
だ
い
た
諸
先
生
方
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
大
阪

大
学
国
文
学
研
究
室
に
は
資
料
の
閲
覧
に
際
し
、
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
記
し
お
く
。

注
◎
祐
田
善
雄
氏
「
近
松
年
表
」
（
『
浄
瑠
璃
史
論
考
』
所
収
）
・
『
義
太
夫
年
表
・
近

　
　
世
篇
』
当
該
項
目
。

注
◎
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
横
山
正
氏
の
「
近
松
時
代
物
の
近
世
的
性
格
形
成

　
　
へ
の
展
開
　
－
時
代
世
話
物
」
（
『
浄
瑠
璃
操
芝
居
の
研
究
』
所
収
）
が
最
も
詳
し

　
　
く
、
各
場
の
読
み
に
つ
い
て
啓
発
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
近
石
泰
秋

　
　
氏
の
「
近
松
作
三
巻
型
式
時
代
浄
瑠
璃
に
つ
い
て
」
（
『
操
浄
瑠
璃
の
研
究
・
続

　
　
編
』
所
収
）
も
、
本
作
の
歌
舞
伎
的
基
盤
を
検
討
す
る
上
で
参
考
に
さ
せ
て
い
た

　
　
だ
い
た
。

注
　
治
太
夫
正
本
は
初
演
年
時
不
祥
。
大
阪
大
学
所
蔵
本
に
も
刊
年
は
記
さ
れ
て
お

　
　
ら
ず
、
内
部
徴
証
か
ら
も
上
演
年
時
を
推
定
す
る
恨
拠
は
得
ら
れ
た
か
っ
た
。

　
　
『
日
本
文
学
大
辞
典
』
で
は
、
貞
享
年
問
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
治
太
夫
の
活

　
　
躍
時
期
な
ど
を
考
慮
し
て
、
貞
享
か
ら
元
禄
に
か
げ
て
初
演
さ
れ
た
も
の
と
考
え

　
　
て
お
く
。

注
◎
信
多
純
一
氏
「
近
松
世
話
浄
瑠
璃
に
お
げ
る
口
上
と
手
妻
に
つ
い
て
－
元
禄

　
　
劇
の
慣
習
に
関
す
る
研
究
」
（
『
芸
能
史
研
究
』
一
四
号
所
収
）

注
◎
拙
稿
「
『
雪
女
五
枚
羽
子
板
』
あ
成
立
に
つ
い
て
１
二
世
嵐
三
右
衛
門
の
芸

　
　
風
と
そ
の
追
善
を
中
心
に
」
（
『
同
志
杜
国
文
学
』
一
五
号
所
収
）

注
◎
　
信
多
純
一
氏
「
『
傾
城
反
魂
香
』
試
論
」
（
松
蔭
女
子
学
院
大
学
『
文
林
』
六
号

　
　
・
目
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
『
近
松
』
所
収
）

注
＠
小
笠
原
恭
子
氏
『
か
ぷ
き
の
誕
生
』
参
照

注
＠
平
田
澄
子
氏
「
近
松
後
期
の
世
話
物
を
め
ぐ
っ
て
ー
父
親
役
移
成
に
つ
い
て

　
　
の
試
論
」
（
『
近
松
論
集
』
七
条
所
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

注
◎
　
原
道
生
氏
は
、
治
太
夫
正
本
と
の
関
連
か
ら
で
は
次
い
が
、
本
作
の
憲
法
の
や

　
　
つ
し
が
、
一
般
的
や
つ
し
と
は
異
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

　
　
そ
う
し
た
変
化
を
「
も
は
や
『
や
つ
し
』
と
い
う
こ
と
で
は
捉
え
切
れ
な
い
深
刻

　
　
な
何
か
」
と
の
関
連
で
説
明
し
て
お
ら
れ
る
が
、
本
作
の
成
り
立
ち
か
ら
い
え
ぱ
、

　
　
浄
瑠
璃
が
や
つ
し
を
受
容
し
て
い
く
方
法
と
の
具
体
的
な
関
連
が
問
わ
れ
る
べ
き

　
　
で
は
な
い
か
と
思
う
。
　
「
『
や
つ
し
』
の
浄
瑠
璃
化
－
煙
草
売
り
源
七
の
明
と

　
　
暗
」
（
『
文
学
』
四
三
巻
六
号
所
収
）

注
＠
松
崎
仁
氏
コ
兀
禄
歌
舞
伎
に
お
げ
る
悲
劇
の
形
式
－
幼
児
殺
し
の
構
想
を
め

　
　
ぐ
っ
て
」
（
コ
兀
禄
演
劇
研
究
』
所
収
）

注
＠
高
野
辰
之
氏
校
訂
『
近
松
歌
舞
伎
狂
言
案
』
上
巻
の
所
収
本
文
に
依
っ
た
。

注
＠
信
多
純
一
氏
は
『
薩
摩
歌
』
の
場
合
、
船
を
用
い
た
手
妻
が
付
舞
台
で
演
じ
ら

　
　
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
示
竣
さ
れ
て
い
る
が
、
本
作
に
お
い
て
も
、
手
妻
が
付
舞

　
　
台
で
演
じ
ら
れ
た
可
能
性
も
強
い
。
注
◎
に
同
じ

注
＠
注
＠
注
＠
注
＠
注
＠※

江
馬
務
氏
「
近
松
戯
曲
に
あ
ら
わ
れ
た
風
俗
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
二
二

　
注
＠
に
同
じ

伊
原
敏
郎
氏
『
歌
舞
伎
年
表
』
二
巻

土
田
衛
氏
「
大
和
屋
甚
兵
衛
の
芸
風
」
（
『
愛
媛
国
文
研
究
一
四
号
』
所
収
）

近
石
泰
秋
氏
も
『
正
本
近
松
全
集
』
九
巻
「
傾
城
吉
岡
染
」
解
題
で
同
一
趣
旨

の
こ
と
を
指
摘
な
さ
っ
て
い
る
。

『
傾
城
吉
岡
染
』
の
本
文
は
す
べ
て
『
近
松
全
集
』
第
十
巻
所
収
本
文
に
よ
る
。
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